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昭
和
二
十
二
年
、
高
萩
土
地
区
画
整

理
事
業
の
委
員
と
し
て
、
戦
災
区
域
の

区
画
整
理
事
業
に
尽
力
さ
れ
、
今
日
の

本
市
都
市
形
成
の
基
盤
づ
く
り
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
高
萩
町

商
工
会
理
事
と
し
て
、
商
工
会
館
の
建

設
及
び
昭
和
三
十
五
年
の
法
施
行
に
よ

る
法
定
商
工
会
設
立
等
に
尽
力
さ
れ
、

商
工
会
組
織
の
基
盤
の
確
立
と
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
。

納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
本
市
の

市
民
表
彰大高亀次

さん

（83歳）

有明町 1 1月21日に行われた表彰式

の
進
展
を
図
る
と
と
も
に
、
昭
和
三
十
つ
く
り
運
動
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、

八
年
に
、
八
州
会
を
結
成
し
、
現
在
も
高
萩
長
寿
会
長
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

家
元
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
会
理
事
と
し
て
老
人
福
祉
の
向
上
の
た

永
年
に
わ
た
り
吟
詠
を
通
じ
、
市
民
め
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

第
川
回
を
迎
え
だ
市
民
表
彰
式
が
、
十
一
月
二
十
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
、
表
彰
八
人
、
ほ

一
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
市
役
所
三
階
会
議
室
う
員
二
人
と
一
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
各
分
野
で
活
罹
さ
れ
て
い
る
人
受
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
の
間
県
北
の
各
小
・
中
学
校
の
校
長
と
業
行
政
に
携
わ
り
、
こ
の
間
農
呼

の
間
県
北
の
各
小
・
中
学
校
の
校
長
と
業
行
政
に
携
わ
り
、
こ
の
間
農
業

の
文
化
的
教
養
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
イ

い
る
功
績
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

昭
和
十
三
年
に
吟
詠
の
道
に
入
門
さ
を
広
め
た
。
市
に
お
い
て
は
、
市
民
志
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
四
十
一

，
１
』
、ｒ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
営
む
か
た
わ
章
審
議
会
長
と
し
て
制
定
に
尽
力
さ
れ
、
年
か
ら
十
年
に
わ
た
り
、
高
萩
市
農
業

何
そ
の
道
に
精
進
さ
れ
て
き
た
。
今
日
ま
で
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
副
会
協
同
組
合
の
理
事
と
し
て
地
域
農
業
の

失
明
と
い
う
不
幸
に
も
め
げ
ず
家
業
長
を
つ
と
め
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
基
盤
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
。

教
職
に
携
わ
る
こ
と
四
十
年
余
、
こ
四
期
十
二
年
間
、
農
業
委
員
と
し
て
農

第
Ⅱ
回
市
民
表
彰
・
ほ
う
賞

（
） ふ

い
戟
恥
設
〆
・
乱
●
●
・
呼
詠
凡
嘘
．
‘
私

花園教之

さん

（74歳）

本 町

振
興

」
Ｏ

し
て
、
県
北
敬
育
界
の
発
展
に
多
大
の
部
会
委
員
を
つ
と
め
る
な
ど
農
政
の
車

誕
認
蜘
Ⅷ
貢
献
を
さ
れ
た
。

大
な
継
機
の
な
か
で
、
本
市
農
業
の
振

茨
城
国
体
を
契
機
と
し
た
「
花
と
ほ
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

田
侶
春
う
き
の
県
民
連
動
‐
｜
の
推
進
委
員
と
し
ま
た
、
秋
山
中
地
区
の
常
設
補
助
委

士
ロ

て
活
躍
し
、
県
下
に
花
い
っ
ぱ
い
連
動
貝
、
常
設
委
員
と
し
て
地
域
の
発
展
に
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昭
和
三
十
三
年
か
ら
四
十
五
年
ま
で
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大森四郎
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ご／し

(73歳）

秋 山

昭
和
三
十
一
年
、
地
域
納
税
者
に
呼

び
か
け
松
合
一
納
税
貯
蓄
組
合
を
結
成

し
、
そ
の
組
合
長
と
し
て
以
来
二
十
五

年
間
、
組
合
員
の
指
導
並
び
に
運
営
に

努
力
さ
れ
、
市
の
自
淌
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
萩
市
米
穀
小
売
連
絡
協
議

Ｌ
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．
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消
防
団
員
と
し
て
三
十
三
年
余
の
永
き

に
わ
た
り
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
保

灌
す
る
消
防
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

こ
と
に
昭
和
二
十
二
年
か
ら
市
消
防

団
副
団
長
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
は
団

長
と
し
て
、
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
、

本
市
消
防
行
政
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
四
年
、
民
生
・
児
童
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
常
に
社
会
奉
仕

の
精
神
を
も
っ
て
地
域
の
よ
き
相
談
者

と
な
り
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
向
上
の

た
め
献
吋
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
年
か
ら
十
三
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
心
配
ご
と
相
談
貝

と
し
て
の
適
切
な
助
言
と
指
導
は
、
市

民
の
感
謝
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

現
庇
、
高
萩
日
舞
会
の
会
長
と
し
て

会
員
を
よ
く
ま
と
め
、
施
設
の
慰
問
等

福
祉
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
．

会
長
、
茨
城
県
食
櫛
販
売
協
同
組
合
の

理
事
と
し
て
、
米
穀
小
売
業
者
の
地
位

の
向
上
と
米
の
消
費
拡
大
に
努
め
ら
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
高
萩
市
菊
花
会
長
と
し
て

も
活
朏
さ
れ
た
。
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田刀口 丹 たま

さん

71歳）（70歳）

高 萩 安艮川
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］受
誉
員

昭
和
三
十
四
年
、
民
生
・
児
童
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
常
に
社
会
奉
仕

の
精
神
を
も
っ
て
地
域
の
よ
き
相
談
者

失
勲
五
等
双
光
旭
日
章
‐
１
－
！
糸

口
章
‐
１
－
；
！
茨

$i｣iめで；とう
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
勲
五
等
双
光
旭
日

章
を
受
け
ま
し
た
。

花
園
さ
ん
は
、
大
正
十
五
年
三
月
か

ら
松
岡
尋
常
高
等
小
学
校
の
訓
導
に
任

命
さ
れ
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
日
立
市

多
賀
中
学
校
を
退
職
す
る
ま
で
勤
続
四

十
余
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
教
育
者
と

し
て
の
使
命
達
成
に
専
心
努
力
し
、
と

く
に
校
長
と
し
て
は
、
十
九
年
間
の
長

期
に
わ
た
り
小
・
中
学
校
の
教
育
に
尽

力
さ
れ
、
さ
ら
に
社
会
教
育
に
熱
情
を

そ
そ
ぎ
、
今
日
も
献
身
的
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
。

と
く
に
小
学
校
長
と
し
て
は
、
昭
和

二
十
二
年
か
ら
三
十
一
年
三
月
ま
で
の

ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
の
市
体
育
協
で
あ
る
と
と
も
に
、
昭
和
四
十
年
か
ら

会
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
副
十
三
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
心
配
ご
と

会
長
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
は
会
長
と
相
談
員
と
し
て
の
適
切
な
助
言
と
指
導

し
て
体
育
協
会
の
育
成
強
化
を
図
り
、
は
、
市
民
の
感
謝
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
市
民
の
健
康
ま
た
、
高
萩
地
区
オ
パ
ー
ル
婦
人
会

増
進
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
発
足
当
時
か
ら
入
会
し
、
現
在
は
副
会

相
談
員
と
し
て
の
適
切
な
助
言
と
指
導

は
、
市
民
の
感
謝
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
萩
地
区
オ
パ
ー
ル
婦
人
会

発
足
当
時
か
ら
入
会
し
、
現
在
は
副
会
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鯵

花
園
教
之
さ
ん

（
七
十
四
歳
）
１

本
町
一
の
七
五
Ｉ

は
、
小
・
中
学
校

の
教
育
の
振
興
に

杉山 きく

さん

（70歳）

高浜町

九
年
間
歴
任
、
そ
の
間
、
戦
後
ま
も
な
瑞
宝
章
を
受
け
ま
し
た
。

い
食
糧
不
足
に
対
し
、
児
童
の
体
位
体
矢
代
さ
ん
は
、
永
き
に
わ
た
り
高
萩

力
向
上
を
め
ざ
し
、
味
噌
汁
・
ミ
ル
ク
町
役
場
書
記
、
町
、
市
議
会
議
員
、
市

給
食
の
普
及
や
、
パ
ン
を
主
食
と
し
た
農
業
委
員
会
委
員
、
市
消
防
団
団
長
、
社

完
全
給
食
へ
の
導
き
を
し
た
。
さ
ら
に
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
、
市
老
人
ク
ラ

学
校
の
環
境
の
充
実
と
、
体
位
、
学
習
ブ
連
合
会
長
な
ど
幅
厘
い
活
躍
を
さ
れ

Ⅲ
上
の
諸
施
策
の
実
現
に
努
力
さ
れ
た
。
た
。

ま
た
、
父
兄
が
教
育
の
実
際
に
参
加
と
く
に
、
昭
和
二
十
六
年
町
議
会
議

す
る
「
一
日
入
学
」
を
行
う
な
ど
、
県
貝
、
以
来
市
議
会
議
員
と
し
て
十
七
年

下
初
の
試
み
を
し
、
普
及
さ
せ
た
。
余
の
永
き
に
わ
た
り
副
議
長
、
常
任
委

中
学
校
長
は
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
貝
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
昭
和
二
十

高
萩
中
を
経
て
、
多
蜘
中
学
校
長
に
至
九
年
の
町
村
合
併
、
市
庁
舎
建
設
、
秋

る
十
年
間
歴
任
、
そ
の
間
、
技
術
教
育
山
中
学
校
建
設
、
高
萩
駅
西
、
東
地
区

や
科
学
教
育
の
振
興
に
努
力
さ
れ
た
。
の
土
地
区
画
整
備
事
業
な
ど
都
市
形
成

珠
勲
五
等
瑞
宝
章
…
１
１
‐
：
‐
＃
１
糸
の
終
盤
事
業
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

叩
理
群
｝

上
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
勲
五
等
行
政
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

長
と
し
て
、
婦
人
の
立
場
か
ら
更
生
保

護
活
動
な
ど
の
奉
仕
活
動
に
、
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
、
社
会
の
浄
化
と
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

ほ
う
賞 ‐

し
て
、
子
ど
も
会
の
育
成
に
献
身
的
に

努
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
秋
山
小
・
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
義
務
教
育

の
向
上
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

永
年
に
わ
た
り
青
少
年
相
談
員
と
し

て
旺
盛
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も

っ
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
日
夜
努

力
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
秋
山
中
子
ど
も
会
の
会
長
と

沼田 貢

さん

53歳）

秋 山

た
り
幼
児
、
児
童
、
生
徒
の
歯
科
検
診

に
携
わ
り
、
児
童
、
生
徒
の
健
康
の
保

持
増
進
、
む
し
歯
予
防
、
お
よ
び
摘
療

さ
ら
に
口
腔
衛
生
思
想
の
普
及
充
実
に

寄
与
さ
れ
た
。

‐
Ｉ
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溺
俄
蝉
罐
弾
革
Ｐ

噌

市
内
単
位
子
ど
も
会
、
一
四
九
単
位

多
年
に
わ
た
り
高
萩
地
区
交
通
安
全
会
員
数
六
四
二
八
人
の
連
合
組
織
と
し

協
会
理
事
、
交
通
少
年
団
高
萩
団
の
指
て
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
設
立
以
来
、

導
者
と
し
て
、
交
通
安
全
思
想
の
啓
蒙
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
密
に
し
な

普
及
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
が
ら
、
子
ど
も
会
の
諸
行
事
に
積
極
的
に

ま
た
、
五
十
一
年
、
高
萩
市
民
間
交
参
画
、
協
力
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
夏

通
指
導
隊
の
発
足
当
時
か
ら
隊
員
と
し
休
み
を
利
用
し
て
子
ど
も
会
幹
部
講
習

て
、
街
頌
立
哨
や
交
通
安
全
教
育
に
活
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
指
導
者
の
育
成

躍
。
現
在
は
、
副
隊
長
と
し
て
、
交
通
と
本
市
子
ど
も
会
活
動
の
健
全
育
成
の

事
故
の
防
止
に
貢
献
し
て
い
る
。
た
め
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
評
議
員
と
な
り
現
在
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
。
四
十
六
年
に
は
、
市
老

人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
長
と
し
て
五
年
余
の

永
き
に
わ
た
り
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
指
導

に
あ
た
る
な
ど
、
椙
祉
向
上
に
も
貢
献

さ
れ
た
。

県
功
績
者
と
し
て

三
名
が
受
賞

ー

鈴木昭司

さん

(50歳）

大和町

-{ -…ｰ ・~
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靜団

輔
書表
豐彰
負i
云卜.･ ･一 ･･ ‐－－－ﾊ

多
年
に
わ
た
り
清
掃
業
に
携
り
、
そ

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て
、
常
に
、

積
極
的
に
業
務
に
従
事
し
、
快
適
な
生

活
環
境
の
維
持
に
貢
献
さ
れ
た
。

永
き
に
わ
た
り
高
萩
警
察
署
の
嘱
託

検
診
医
と
し
て
、
留
置
人
な
ど
の
検
診

と
、
異
常
死
体
の
検
案
に
携
わ
り
、
刑

事
警
察
の
運
営
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
、

検
案
数
七
八
三
体
に
達
し
、
し
か
も
後

に
問
題
と
な
っ
た
も
の
は
皆
無
で
あ
り
、

そ
の
洞
察
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

蕊
銭

患

熊代三治郎

さん

（68歳）

高 萩

宮内嘉一郎

さん

（73歳）

本 町

(3)
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、
や
ル
グ

｢ほんの一杯だけ」 が命とり ／
「

田

Ｆ

Ｌ

ｉ

川
道
交
法

‐
す
べ
て
の
飲
酒
運
転
を
Ⅲ

川
禁
止

近
路
交
通
法
で
は
「
何
人
も
洲
気
を

桁
び
て
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
等

夢

Ｉ
ｉ勤

め
帰
り
に
熱
カ
ン
で
キ
ュ
ッ
と
一
杯
：
．
…
．
お
酒
の
お
い
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
十
二
月
は
忘
年
会
な
ど
、
酒
を
飲
む
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も
増
え
ま

す
。
「
ほ
ん
の
一
杯
だ
け
」
が
命
と
り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
「
飲
む
な
ら

乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
の
鉄
則
を
ド
ラ
イ
、
ハ
ー
の
一
人
ひ
と
り

が
自
覚
し
、
こ
れ
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

貫鐵 １
１

;鐘

曇

露鷺霧識鯵

I
鏡

。画

I
〆

蕊

１
１
１

逸 鶴
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て

お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
の
糾
庇
を
問

わ
ず
、
す
べ
て
の
飲
洲
運
転
を
鱗
Ｉ
し

て
い
ま
す
。

「
泗
気
を
帯
び
て
」
と
い
う
”
は
、

一
定
の
幌
度
以
ｔ
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
つ

ま
り
「
血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

○
・
五
ミ
リ
グ
｜
フ
ム
、
ま
た
は
呼
気
一

Ｊ
ヅ
ト
ル
に
つ
き
○
・
二
血
ミ
リ
ク
ラ

ム
」
を
超
え
た
泄
度
か
認
め
ら
れ
る
場

合
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
油
気
帯
び
運
転
は
、
三

か
川
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
″
川
以
下

の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
違

反
点
数
は
六
点
で
、
運
転
免
許
は
停
止

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
飲
椚
の
彬
群
で
正
常
な
連
惟

が
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
Ⅲ
中
の

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
に
関
係
な
く
洲
酔
い

述
岻
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
介
は
、
二

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
九
″
円
以
下
の

罰
金
に
科
せ
ら
れ
、
違
反
点
数
は
十
五

点
で
、
運
岻
免
詐
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

一
〃
、
実
峨
に
よ
る
と
、
酔
い
が
さ

め
る
の
は
か
な
り
遅
い
の
で
、
二
日
酔

い
に
も
十
分
な
汰
意
が
必
要
で
す
。
夜

避
く
ま
で
、
多
岫
に
油
を
飲
ん
だ
あ
く

る
Ⅱ
は
飲
洲
運
転
に
な
る
可
能
性
か
あ

I

１
１

’

I
’

’
飲
潤
運
転
の
実
態
を
み
ま
す
と
、
ま

ず
、
酒
に
対
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
識

不
足
か
め
だ
ち
ま
す
。

な
ぜ
飲
潤
連
唯
を
し
た
か
、
と
い
う

問
い
に
対
し
て
、
「
あ
ま
り
酔
っ
て
い

な
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
か
「
少
ら
し
か

飲
ん
で
い
な
い
か
ら
」
と
稗
え
る
人
か

多
く
、
な
か
に
は
「
酔
っ
た
勢
い
で
」

と
い
う
無
鉄
砲
な
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
膨
群
を

理
解
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
一
種
の
〃
マ
ヒ

剤
〃
と
な
っ
て
、
連
岻
に
必
要
な
「
認

知
」
「
判
断
」
「
実
行
」
の
能
力
を
大
き
く

低
下
さ
せ
ま
す
。

柄
が
入
る
と
、
運
転
に
次
の
よ
う
な

彬
抑
を
与
え
ま
す
。

①
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
に
む
と
ん
ち
ゃ

く
に
な
る

②
も
の
の
識
別
や
発
見
が
遅
れ
る

③
ブ
レ
ー
キ
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
遅

れ
か
ち
に
な
る

る
か
ら
て
す
。

‐
ア
ル
コ
ー
ル
は

一
種
の
〃
マ
ヒ
剤
″

川

I

（
）

’
' ''' 1 l l l I I l I 1 1 1 I l l I I

飲
洲
迩
枢
で
紺
せ
ら
れ
る
の
は
、
ド

ラ
イ
バ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
単
に
乗
ろ
う
と
す
る
人
に
油
を

提
供
し
た
り
、
勧
め
た
り
す
る
こ
と
も

紫
じ
ら
れ
て
い
ま
す
．

酒
ひ
た
り
に
な
り
や
す
い
年
の
末
ハ

ン
ド
ル
を
持
つ
人
も
持
た
な
い
人
に
も

〃
恥
る
な
ら
飲
む
な
ノ
〃
を
徹
底
さ
せ

た
い
も
の
で
す
ね
。

④
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
く
な
る

⑤
無
謀
運
転
を
雌
線
連
転
と
感
じ
な

く
な
る

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
油
酔
い
・
澗
気

梢
び
巡
惟
が
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
が

分
か
る
と
思
い
ま
す
。

川
ド
ラ
イ
バ
ー
に

ｉ

川
酒
を
勧
め
た
人
も

州
罰
せ
ら
れ
ま
す

年末・年始の

交通事故防止県民運動

12月10日から1月10日まで

安全は

飲まず急がず

正しい横断
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基
０
９

1 ．初任給（56年4 11 1日現在）

市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

ｏ
甥
Ｖ
６
鐸
０
６
誤
苛
Ｖ
Ｏ
餅
Ｖ
Ｏ
尋
０
０
幹
０
０
必
０
０
頭
ｖ
Ｏ
鐸
Ｏ
Ａ
Ｖ
領
ｖ
Ｏ
輔
９
６
釦
瑚
Ｕ
Ａ
ｖ
鋪
Ｖ
Ｏ
領
ｖ
Ａ
型
蚕
Ｖ
Ａ
ｖ
輔
Ｖ
り
的
０
０
幹
。
Ｏ
鋪
０
０
“
Ｃ
Ａ
Ｖ
輔
０
０
鋤
６
６
常
ｖ
Ｏ
釣
０
０
鋒
Ｃ
Ｏ
鉾
０
Ａ
ｖ
鈍
り
△
９
鋪
９
０
韓
心
Ａ
Ｖ
頭
、
６
弾
０
６
“
０
０
“
９
ｔ
“
９
次
、
耗
歩
Ｙ
ｔ
侭
Ｏ
Ａ
刈
唖
く
ｊ
、

職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
給
与
群
の
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

、
、
ル
ト

人
件
費
は
、
五
十
五
年
度
決
算
兄
込
で
み
る
と
、
歳
出
額
五
’
八
億
九
千
九
百
五
十
六
万
円
に
対
し
て
Ｊ
ｆ

費
総
額
十
四
億
二
千
五
百
四
十
八
万
円
で
全
体
の
二
十
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
五
十
六
年
度
普
通
会
計
の
予
算
で
は
、
職
員
数
三
○
三
人
で
給
与
総
削
’
億
七
千
五
百
七
Ｉ
山
万
円
（
紛

料
七
億
三
百
八
十
万
円
、
職
員
手
当
七
千
七
百
十
六
万
円
、
期
末
勤
勉
手
当
二
億
九
千
四
白
七
十
八
万
円
）
で
一

人
当
た
り
の
給
与
費
は
、
三
百
丘
十
五
万
円
に
な
り
ま
す
．
市
職
員
の
う
ち
一
般
行
政
職
の
平
均
給
料
月
額
は
、

二
十
万
七
千
九
百
円
、
平
均
年
齢
は
三
十
七
・
○
八
舷
で
す
。

採f

給＊

採用 ’2年経過後の

給料額
区 初 任分 1

」
．
可

正

両

胖
特立
lへ ↓ 97,000円 108,800円

131,200円

一般行政恥

へ L¥: zji 108,800P

2 －職員の経験年数別学歴別給料月額（56年4月1日現在）

腿 ，》 縦隣年数M鮴’ 経"年数|瞬臨 榊岼数澱梅

高校卒 ’ 164,900円 190,700円 236,600円

大学卒 187,900円
ー

3 ．一般行政職の等級別職員数

’ ,"2幕級 3" 1Ⅲ

高戦市

l等級 5等級 7等級’ 8等級6等級

IX分

」I 1等級 2等級 3等級 l等級 5等級’ 6等級

課 長

副参事
課長補佐

HII E
土や－ 孟丁

参尹

朧
、
王

標唯的職務| 1容
上、

任
主評il

’
王弔王群

I職員数（人）

-『
55 58 201、 18 131R

Tし

トル成比（％）

師‘ | 』‘， 鯛， ｜ ，！
6.4

“｜
100

備考商萩市の1等級が'11の3等級に適用する。

5 特別職の給与・報酬等（56年4jl 1日現ｲ’

報,柵Ⅲ証単端期末手当
給料11"

（年間）

4．職員手当
区分 区分

ー(1)期末・勤勉手当年間4 9Ⅱ分

(2)退職手当茨城県Ili町村総合事務組合（県

内全ilillll 村で柵成）の退職手当

条例のBL定による。

i i

３
ｌ
３
ｌ
３

3

3

．8）1議長
子一 l自二ず

Ⅱ］ ゴ文 590.000円| 3 .8月 280,000円

3 8月
．8月,'jil議長 250,0001'}

1 U 〃r7

切伎 480,000円

38H 8月収入役 430,000円
I当

貝
ミニ･摩

､我 230.0001]」

．ＣＯ

》
国
民
年
金
保
険
料
は

Ｃ○

所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

ＣｏＣｏ

坐
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税
の

亜
申
告
を
す
る
と
き
「
社
会
保
険
料
控
除
」

Ｑ

垂
と
し
て
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

Ｃ

函
ご
自
分
の
保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

○

韮
と
、
家
族
の
分
の
保
険
料
を
あ
な
た
が

Ｃ

》
支
払
っ
た
場
合
に
も
、
昭
和
五
十
六
年

呼
一
川
か
ら
十
二
川
ま
で
に
納
め
た
つ
ぎ

○

韮
の
保
険
料
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｃ

酌
年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
、
税
金

ロ

エ
の
叩
杵
を
さ
れ
る
と
き
に
は
忘
れ
ず
に

Ｃ

一
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

０

勺
○
定
額
保
険
料

。○

エ
昭
和
五
十
六
年
一
月
か
ら
三
月
ま

Ｃ

で
月
三
、
七
七
○
円

○○○

二
一
、
三
一
○
円
）

とＬＯＣ

函
昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
十
二
月

○

韮
ま
て
月
囚
、
五
○
○
円

ＣＯＣ

（
Ⅲ
○
、
五
○
○
円
）

、．

一
年
間
’
五
一
、
八
一
○
円

◇

韮
○
付
加
保
険
料

Ｃ○

一
か
川
川
○
○
円
で
年
間
川
、
八

○Ｃ

沁
フ
コ
ｑ

式
ｒ
、
ｒ
ｋ
ｒ
ｌ

Ｃ

》
定
額
保
険
料
と
付
加
保
岐
料
を
合
わ

韮
せ
て
五
六
、
六
一
○
円

。○

エ
○
過
去
の
保
険
料

Ｃ

函
未
納
保
険
料
、
追
納
保
険
料

ＣＣ

ｊ

ｏ

○
Ｉ
Ｅ
Ｉ
○

Ｃ

》
国
民
年
金
の
と
齢
年
金
や
通
算
老
齢

韮
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
現
況
届
は
、

Ｏ

》
誕
生
川
の
末
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と

Ｃ蛤

配
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
用
紙
を
な

○

壬
く
し
た
り
、
現
況
川
の
用
紙
が
未
着
の

Ｃ

四
場
合
は
、
年
金
係
へ
申
出
く
だ
さ
い
。

。

(5)
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Ⅱ
月
羽
日
と
劉
日
に
、
市
民
体
育
館
１
員
咽

車
場
で
行
わ
れ
た
「
第
３
回
高
萩
市
産
業
祭
」

場
は
、
延
べ
２
″
人
の
人
川
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

》
即
榊
錆
癖
衲
姪
遮
誼
雌
一
郡
部
群
峅
祁
鋤
軒
越
奉

罐
し
た
．
地
一
兀
の
生
産
口
叩
の
良
さ
を
知
る
よ
い
機

グ館
会
と
な
り
ま
し
た
。
農
産
物
の
共
進
会
の
部
門

幅
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
な
ど
数
多
く
出
品
さ
れ
、

民
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
４
品
、
優
秀
賞
８
品

市
優
良
賞
皿
品
が
選
ば
れ
、
そ
の
即
売
で
は
、
卿

画声

産
業
瀞
女
化
の
麓
》

蕊
鑿
感
心
高
ま
る

第
３
回
高
萩
市
産
業
祭

高
萩
市
文
化
祭
総
合
展

プレゼントコーナーでまつ人・人

企
業
も
Ｐ
Ｒ
に
け
ん
め
い

（
）

米の消費拡大をねらって

第う回新春マラソン大会へどうぞ／
○と き ： 1月24日 (R) /j､雨決イ｣、

○繩別： 1 ．7キロ （親子の部） 、5キロの部、 10キロの部で、スター|、は、いずれも｢!,,fi萩駅前

○,' | 1場資格 ！ 'j内に届住、 または、 11j. lﾉ1の聿業jﾘ1. 、学二校に迎倣〃、通学している方( ! |j外の方は、 オーープ：
参加として｜忍める）

○コ ス:"r-の部 商萩駅前 管野モータース I l l '二相撲場－－－－市民体育館

5キロの部 ]',./J萩駅前 下手棡入｜ I折返し 「ljlも体育館

10キロの部 ，智j紙駅前一手綱工業| ､j l j也入口折j昼し 市民体育館

○参加費：一般1，000円、帆子1_000111 、 中学・商校生3001リ、 オ フ’ン1,000円

○申し込み先： 1月101二I （日） まて･に参加費を添え言て、市民体育館診、直接お申し込みくだきい°
※くわしいことは、市iも体育館（(壷）③-2552）へお問い合わせ<だ答い。なお、 1月
10日のみ申し込み時間は､午前10時から午後3時までです-.

(6)



…

|||柳を詠む人たち

ふるさとの味おいしかったよ

…

時
間
で
品
切
れ
に
な
る
な
ど
好
評
て
し
た
。

二
階
で
は
、
消
費
生
活
展
が
行
わ
れ
、
〃
み

な
お
そ
う
我
が
家
の
く
ら
し
〃
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
に
、
賢
い
消
費
者
と
な
る
た
め
の
知
識

の
啓
も
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

耽
車
場
で
は
、
特
設
食
堂
を
設
け
て
、
農
協

婦
人
部
に
よ
る
手
打
ソ
。
ハ
、
う
ど
ん
や
も
ち
な

ど
が
、
唯
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

と
く
に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
に
は
、
一

時
間
も
前
か
ら
、
長
い
列
が
で
き
、
ひ
と
き
わ

目
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
即
日
か
ら
叫
日
ま
で
文
化
祭
が
、
中

央
公
民
館
と
、
文
化
会
館
の
二
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
文
化
会
館
で
市
指
定
の
無
形

文
化
財
〃
君
川
の
さ
さ
ら
〃
が
公
開
さ
れ
、
一
段

と
花
を
そ
え
ま
し
た
。
文
化
へ
の
関
心
が
年
々

高
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

力作ぞろいの文化祭でした

賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
に

ー

市指定の無形文化財、君田のささら、

－－－－－＝
－

I Iんな って明る〃お正月をそ1

1

1 １
１
１

蕊
日ごろ恵まれ

め励まし合い、

ができるよう、

協力をお願いし

ない人々を慰

明るい年越し

みなさんのご

キ寸
一′○

｢歳末たすけあい運動」

にご協力を

12月1日～15日

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

一
超一一

(7)



一

Z

「
い
く
つ
か
地
元
の
郷
土
史

跡
を
親
と
子
で
歩
き
、
健
康
、

体
力
づ
く
り
を
か
ね
て
ふ
れ
あ

い
を
深
め
て
い
る
ん
で
す
。
今

年
は
、
松
岡
小
周
辺
六
キ
ロ
を

歩
き
ま
し
た
ぜ
と
語
る
舟
生
佳

紀
さ
ん
（
艸
歳
）
Ⅱ
上
手
綱
。

舟
生
さ
ん
は
、
さ
る
五
十
一

年
九
月
に
、
青
年
会
議
所
理
事

長
の
と
き
、
「
３
万
人
の
広
場
」

を
企
画
。
市
氏
の
い
こ
い
の
交

流
の
場
と
し
て
好
評
を
得
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域

の
壌
会
の
場
と
し
て
「
下
組
ち

び
っ
こ
広
場
」
を
設
置
し
た
。

元I夛・ 三 ・§･森LU良子コンサート
三

三 ○と き 鷺 57年1 j 116日(t二>午後6時I對演
三 ○入場料：A席2，300円 BIA『 1 ，800円
目＝

＝日＝
C席1，000円

誕
三 ○プレイガイド＝l l l所書店、 f' 1 1唾書店、 よ
三 しのや（ l l l尻）、'1､凹屋時計II]i (磯原）、丸
三

三三 忠スボー､ソ （大河':）、文化会鯨

三 ○お問い合わせは、 ,}‘ilj萩市文化会鯨壷02932
三

三 (3)741 1"、と，うそ.。

＝鯉昌 、

地域の

交流を広めている

舟牛倖紀さん

歩
い
て
史
跡
め
ぐ
り

さ
る
皿
月
８
日
、
松
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

は
、
歩
く
会
を
行
い
腱
股
と
体
力
づ
く

り
を
か
ね
た
郷
土
史
跡
を
散
策
。
参
加

し
た
の
は
親
子
づ
れ
１
５
０
人
。
コ
ー

ス
は
、
松
岡
小
を
川
発
、
抑
火
寺
、
仙

積
家
な
ど
６
キ
ロ
で
、
下
組
ち
び
っ
こ

広
場
て
は
、
卜
組
婦
人
会
が
つ
く
っ
た

豚
汁
を
食
べ
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ボスター入賞作品紹介
ー

お
年
寄
り
ハ
ッ
ス
ル

お
年
寄
り
の
職
ス
ポ
ツ
「
ク
ロ
ヅ

ケ
ー
大
会
」
が
、
加
月
四
日
市
営
野
球

場
６
面
コ
ー
ト
で
開
催
・
お
年
寄
り
砲

チ
ー
ム
３
０
０
人
が
参
加
．
こ
の
樅
し

は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な

っ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
第

６
川
川
・
年
も
わ
す
れ
思
い
忠
い
プ
レ

ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

5年高倉進一〈ん秋山ﾉ』

松
岡
中
２
年
大
越
清
美
く
ノ
ハ

第
２
回
高
萩
地
区
交
通
安
全
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

…

交
通
事
故
防
止
に
協
力
を

交
通
事
故
を
な
く
そ
う
。
と
、

ｎ
月
８
日
、
節
２
回
尚
萩
地
区
交
通
安

全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
１
０
０

０
人
か
参
加
駅
前
か
ら
の
パ
レ
ー
ド

に
は
、
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ト
ソ
ン
も
肋

力
参
加
。
文
化
会
館
で
は
、
市
民
の
集

い
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
と
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
誓
い
あ
い
ま
し
た
。 蕊

ー

松
岡
中
２
年
黒
沢
一
成
く
ん

鐸

日
ご
ろ
の
学
習
を
発
表

加
川
型
・
泌
日
、
巾
央
公
民
館
と
巾

民
体
育
館
で
、
公
民
館
ま
つ
り
を
開
侭
。

今
年
創
立
川
周
年
に
な
る
た
め
式
典
も

同
時
に
灯
わ
れ
、
２
日
間
、
二
会
場
に
は
、

講
座
、
学
級
、
ク
ラ
ブ
生
な
ど
の
作
品

を
展
示
。
発
表
や
＄
ハ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、

参
加
し
た
多
数
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
今

年
も
好
評
で
し
た
。

j轍j:職

麹噌臓欝議罷縫灘欝 蕊
》

リ蕊

…霞"錘…

東小6年田森裕之〈ん
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三

…
「
家
か
ら
一
歩
も
出
た
こ
と
が
な
い
で
す
。

の
で
、
何
も
知
ら
な
い
。
も
っ
と
社
会
今
年
の
四
月
、
勤
労
青
少
年
ホ

の
こ
と
な
ど
を
知
ら
な
く
て
は
…
…
。
を
利
用
し
、
州
二
回
の
料
理
披
零

大
き
く
目
を
開
い
て
、
人
間
と
し
て
強
り
、
将
来
の
た
め
に
と
、
が
ん
ば

く
な
り
た
い
凶
と
し
み
じ
み
語
っ
て
く
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
で
、

れ
た
の
は
、
村
田
桂
子
さ
ん
（
瓢
歳
）
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
も
人
っ
て
、
ス

鋤ズ･一命･アッア ‘靜一雷藤…識》津》露

薮 「
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
役
立
て
ば
と
考
え
て
い

た
も
ん
で
す
か
ら
…
・
・
・
・
地
元

の
人
と
の
交
流
は
大
切
で
す
か

ら
ね
。
盆
踊
り
、
市
民
ま
つ
り

な
ど
み
な
さ
ん
協
力
し
て
く
れ

ま
す
よ
。
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て

い
る
〃
烏
追
い
〃
行
事
も
や
っ
て

み
た
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
ず
と
、

地
域
の
交
流
は
、
古
来
の
行
事

復
活
も
必
要
と
か
。

「
丹
生
神
社
に
は
、
昔
行
わ

頭
が
三
匹
保
存
さ
れ
て
あ
り
ま

し
た
よ
。
今
、
青
年
会
議
所
や

地
元
、
救
育
委
員
会
で
復
活
の

準
備
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

ぜ
ひ
、
〃
さ
さ
ら
〃
を
再
現
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
ね
酉
と
三
風蕊貢暘

ｵ1

い
た
り
さ
さ
ら
〃
の
し
Ｉ
し‐ L

一

一躍… ＝…

ヅ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
り
し
な
く
て
は
．
…
・
ざ
と
も
紙
す
。
に
州
”

「
友
達
が
一
人
で
も
多
く
で
き
る
こ
こ
や
か
な
笑
顔
の
な
か
に
も
、
一
つ
の
》》

と
の
喜
び
を
私
な
り
に
、
大
切
に
し
て
い
強
い
、
心
を
感
じ
た
。

今
こ
の
竹
い
時
に
や
る
べ
き
こ
と
は
、
叩

将
来
の
た
め
に
‐

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
耐
い
を
残
さ
↑

一
つ
で
も
多
く
学
び
た
い
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

脚岬州

今
年
で
翅
Ⅲ
川
を
迎
え
た
尚
萩
巾
氏

号
が
、
さ
る
ｎ
月
巧
日
日
帰
り
コ
ー
ス

で
運
行
。
参
加
し
た
の
は
５
０
０
人
。

分
福
へ
ル
ス
セ
ン
タ

で
は
、
初
め

て
見
る
〃
郷
土
民
謡
八
木
節
〃
や
茂
林

寺
参
拝
な
ど
を
し
て
、
電
車
、
バ
ス
の

旅
を
楽
し
み
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

11

鐸 知
人
が
車
中
で
親
睦

ー．

嘗
認
鳶

き
た
い
。
将

Ｉ
ム
来
の
こ
と
を

へ
入
じ
っ
く
り
必

っ
て
え
る
時
期
に

最
近
き
て
い
る
の

ボ
ー
で
、
し
っ
か

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
に
加
入

２

Ⅱ
月
１
日
、
高
軟
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
主
仙
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
人
会
が

開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
２
２
０
人
で
し

た
。
青
少
年
の
健
全
育
成
と
国
際
障
害

者
年
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
益
金
は
、
市
社
会
附
祉
協
議
会
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

蕊鞘

密

鷲

咄出' 勘 f蝿中。咄L1Ⅲ" Xf P 淵 nA

大
盛
況
だ
っ
た
音
楽
祭

皿
川
３
日
の
文
化
の
Ｈ
に
、
巾
文
化

会
館
で
、
節
８
回
市
民
帝
楽
祭
が
行
わ

れ
、
観
覧
席
は
、
立
見
席
が
あ
ふ
れ
る

ほ
ど
の
１
３
０
０
人
が
つ
め
か
け
、
保

育
、
幼
椛
側
児
、
小
・
巾
、
高
校
、
マ

マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
な
ど
５
１
０
人
の
出

演
者
の
合
唱
、
歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。

罫

玉

冨

■

デ

哩

彊

塁

■
母
宅
５
号
ヱ
ロ
宝
ｚ
三

Ｆ
■
一

＃

二

■

ミ

■

三

正

呈

Ｈ

Ｅ

Ｆ

ｚ

受

Ｅ

言

ョ

乍

置

三

口

Ｆ

冨

丑

晉

召

監

丑

で

亨

合

弓

彊

望

彊

〃

弓

望

■了

最
近
、
中
央
公
民
節
を
利
用
さ
れ
る

方
が
、
人
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
申
し
込
み
を
し
て
も
す

ぐ
に
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
民
館
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
お

お
む
ね
一
か
月
前
あ
た
り
か
ら
、
会
議

室
な
ど
か
あ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
面

接
問
い
合
せ
を
す
る
な
ど
し
て
か
ら
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

公
民
館
の
利
用

早
め
に
申
し
込
み
を

ー

鍵皐…亀… 溌識溌騨

熱駕漁
皿
Ⅱ
Ｍ
日
、
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

津
皿
巳
砕
吋
岬
や
｝
知
団
掴
Ｌ
Ｆ
Ｔ
準

：
熱
ミ
を
焼
却
処
理
す
る
能
力
を
も
つ
、
最

蕊
新
設
備
②
ゴ
ミ
処
理
場
で
す
。

』
ｔ
壹
Ｅ
Ｅ
Ｔ
日
』
Ｆ
■

口
廷
■
王
ｒ
砦

画
ｐ
ｒ
Ｕ

五
面
ｒ
二
Ｆ
函

二
五
■
ざ
§
も
予
卑
Ｐ
５

宅
Ｈ
ｚ
『
ｒ
二
一

■

口
二
Ｆ
正
三
五
言
■
■

一
訂

哩

ｇ

Ｅ

Ｉ

旱

Ｅ

ｎ
ｚ
二

■
■
■
■

二
ｒ
一
工
弔
且
二
ｒ
ｚ
吾
９
囲

ご
ｚ

七

ｑ
空
Ｈ
１
弔
日

北
部
セ
ン
タ
ー
で
竣
工
式

こんなとき公民館をご利用ください

(ﾚｧﾘﾆｰﾝｮﾝ柄勤に）

｣合せ｛

'ナークル

満動に

I

○問い介せ先は、 | 'ﾘと公l吐館（窓③1 125 ）
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。

勺１４

．
。
‐

妬
た
。

第ぎ
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

は力
囹
兼
第
粥
回
市
民
軟
式
庭
球
大
会

た艮確
皿
月
肥
日
Ⅱ
大
心
苑
、
高
萩
高
テ
ニ

日
ス
コ
ー
ト
ー
１
０
６
組
２
１
２
名
参

５

Ⅱ

月
力

２詞
▽
一
般
男
子
①
木
田
・
今
井
組
②
大

茄
平
・
村
田
組
③
獺
戸
・
野
沢
組
③
柴

日研
田
・
大
原
組

８－
▽
一
般
女
子
①
水
上
・
渡
辺
組
②
山

一鐸
畔
や
吟
雁
“
③
鈴
木
・
鈴
木
組
③
猿

▽
中
学
男
子
①
沼
田
・
永
山
組
（
十

王
中
）
②
星
・
加
瀬
組
（
高
中
）
③

熊
谷
・
瀬
戸
組
（
高
中
）
③
佐
川
・

大
友
組
（
高
中
）

▽
中
学
女
子
①
鈴
木
・
益
子
組
（
十

王
中
）
②
佐
野
・
国
分
組
（
秋
中
）

③
西
丸
・
鈴
木
組
（
高
中
）
③
和
田

・
成
井
組
（
秋
中
）

▽
壮
年
の
部
①
大
久
保
・
鈴
木
組
②

丹
・
山
浦
組
③
小
原
・
鈴
木
組

囹
兼
第
７
回
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

加
月
肥
日
Ｉ
高
萩
高
体
育
館
Ｉ
男
子

号 ＊

第
一
回
の
高
萩
市
民
総
合
体
育
大
会

が
、
十
月
十
八
日
、
二
十
五
日
、
十
一

月
一
日
、
三
日
、
八
日
の
五
日
間
、
市

民
体
育
館
な
ど
八
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

成
續
は
次
の
と
お
り
で
す
。

庭
球
は
、
川
組
が
熱
戦
を
展
開

第
一
回
市
民
総
合
体
育
大
会
開
く

回
兼
第
８
回
市
民
卓
球
大
会

加
月
肥
日
Ｉ
市
民
体
育
館
Ｉ
ダ
ブ
ル

ス
侭
組
１
３
０
名
、
シ
ン
グ
ル
ス
的

名
参
加

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
①
土
田
・
管
野
組

加
月
肥
日
ｌ
高
萩
工
高
体
育
館
１
打

組
測
名
参
加

▽
男
子
一
部
①
佐
川
・
大
川
組
②
長

岡
・
添
田
組
③
佐
藤
・
橘
本
組
③
善

林
・
小
堀
組

▽
男
子
二
部
①
沼
田
・
鈴
木
組
②
荒

井
・
山
口
組
③
佐
久
間
・
相
沢
組

▽
高
校
男
子
①
溝
井
・
細
金
組
②
本

多
・
長
谷
川
組
③
松
崎
・
酒
井
組
③

箭
内
・
鈴
木
組

▽
高
校
女
子
①
中
野
・
沼
田
組
②
堀

田
・
須
田
組
③
菊
地
・
鈴
木
組
③
小

島
・
根
本
組

▽
女
子
一
部
①
星
・
佐
藤
組
②
佐
藤

鈴
木
組
③
篠
原
・
正
木
組

▽
女
子
二
部
①
昆
野
・
野
木
組
②
大

橋
・
坂
本
組

回
兼
第
６
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
、
女
子
、
チ
ー
ム
参
加

▽
男
子
の
部
①
日
本
加
工
製
紙
②
高

萩
市
役
所
③
新
日
本
鍛
工

▽
女
子
の
部
①
愛
好
会
Ａ
②
永
谷
園

③
愛
好
会
Ｂ

ー

Ⅱ
月
１
日
・
３
日
・
８
日
Ｉ
高
浜
運

動
広
場
、
高
中
校
庭
Ｉ
男
子
弧
女
子

６
チ
ー
ム
参
加

▽
男
子
の
部
①
秋
山
パ
パ
②
高
浜
モ

ッ
ト
ロ
ー
ズ
③
石
滝
団
地

▽
女
子
の
部
①
は
ま
な
す
②
駒
木
原

マ
マ
③
秋
山
マ
マ

囹
兼
第
２
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

回
兼
第
２
回
市
民
テ
ニ
ス
大
会

加
月
肥
・
妬
日
Ｉ
高
萩
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
ー
ダ
ブ
ル
ス
田
組
１
２
２
名
参
加

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
①
高
橋
・
小
河
原

組
②
菊
地
⑥
戸
張
組
③
山
田
・
永
田

組
③
柳
沼
・
先
崎
組

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①
畠
山
・
細
川
組

②
松
尾
・
島
田
組
③
和
知
・
本
郷
組

③
戸
張
・
矢
渡
組

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
高
橋
②
小

河
原
③
本
多
③
山
田

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
棡
川
②
安

永
③
松
沢
③
松
尾

②
佐
久
・
大
森
組
（
高
中
）
③
小
室

川
又
組
（
高
中
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①
北
林
・
洗
井
組

②
阿
久
津
・
須
田
組
③
立
原
・
大
内

組
▽
中
学
男
子
個
人
①
八
巻
（
秋
中
）

②
渡
辺
（
秋
中
）
③
椎
名
（
秋
中
）

▽
中
学
女
子
個
人
①
小
椋
（
高
中
）

②
町
沢
（
高
中
）
③
前
川
（
高
中
）

▽
高
校
・
一
般
男
子
個
人
①
国
井
、

②
井
関
③
雨
沢

▽
高
校
・
一
般
女
子
個
人
①
北
林

②
立
原
③
阿
久
津

蹄
頭
の
羽
色
が
変
る

《
高
萩
地
方
で
は
、
「
バ
カ
ヅ
チ
ョ
」

》
と
か
、
翼
に
大
き
な
白
紋
が
あ
る
ど
こ

》
ろ
か
ら
「
モ
ン
ヅ
キ
ド
リ
」
な
ど
と
呼

》
ば
れ
て
親
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
烏
が
「
ジ

《
ヨ
ウ
ビ
タ
キ
」
（
ヒ
タ
キ
科
）
で
あ
る
。

〉
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
、
毎
日
、
き
ま
つ

》
た
コ
ー
ス
を
、
き
ま
っ
た
時
刻
に
、
回

《
遊
す
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
コ
ー
ス
に
が
い
け
変
る
も
の
で
は
な
く
、
羽
の
先
《

一
池
の
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
が
入
っ
て
来
る
と
、
が
す
り
切
れ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
》

病
は
け
し
く
争
っ
て
追
い
は
ら
う
。
ま
た
、
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
の
よ
う
に
、
人
家
の
提

》
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
な
ど
に
写
っ
た
自
分
の
近
く
に
も
現
わ
れ
、
毎
日
、
同
じ
コ
ー
ー

争
姿
を
敵
と
ま
ち
が
い
、
は
げ
し
く
、
お
ス
を
回
遊
す
る
烏
は
、
観
察
も
し
や
す
》

《
そ
い
か
、
る
。
こ
の
動
作
を
何
日
も
続
い
の
で
、
ガ
ラ
ス
ご
し
に
頭
の
色
の
変
晶

一
け
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
根
気
の
化
な
ど
も
、
観
察
し
て
見
て
は
ど
う
で
《
や
錨

【
よ
さ
に
驚
き
入
る
。
し
よ
う
か
。

〉
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
が
、
冬
鳥
と
し
て
日
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
》

鄙

ロ

マ

二

■

番

三

二
ロ

画

ョ

ｚ

三

二
『

三

ロ

ー

巳

一

二

“

三

ｚ

二

』

“

里
一

玉

４

コ

ロ
ー
皇
』
『

口
二
画
ｒ

・

二

呑

■

二

言

昌

。

ご

■

房

占

ｚ

ｚ
』

ロ

■

三

二

ｚ

星

工

昌

ｐ

ｒ

ｐ

“

酉

．

ｚ

ヨ

■

合
」

“

．

エ

ｒ

昌

ロ

孟

囲

昌

閂ーー
円訳､
…■E内呵h綱呵ー…

騨鍵

L

ﾛMI 笥幽■~闇得
…~罰一

‐
ヒ
ツ
、
し
」
ツ
」
し
」
、

な
く
烏
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
る
。

⑳
琴

（
》

十
月
末
か
ら
、
十
一

月
に
な
る
と
、
夏
、
北

の
シ
ベ
リ
ア
な
ど
で
生

活
し
、
ひ
な
を
そ
だ
て

た
り
し
て
い
た
烏
が
、

冬
鳥
と
し
て
日
本
に
や

っ
て
く
る
。

そ
ん
な
中
に
、
頭
を

ひ
ょ
こ
り
と
下
げ
、
尾

を
上
下
に
ふ
る
わ
せ
、

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

月
末
か
ら
、
十
一
本
へ
渡
っ
て
来
た
こ
ろ
は
、
頭
の
羽
色
一

な
る
と
、
夏
、
北
が
黒
っ
ぽ
い
色
で
あ
る
が
、
こ
の
頭
の
》

ベ
リ
ア
な
ど
で
生
色
か
春
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
銀
色
が
か
《

、
ひ
な
を
そ
だ
て
っ
た
灰
色
の
美
し
い
色
に
変
っ
て
い
る
。
一

し
て
い
た
烏
が
、
こ
の
変
化
は
、
同
じ
く
冬
鳥
と
し
て
（

と
し
て
日
本
に
や
日
本
へ
渡
っ
て
く
る
「
カ
シ
ラ
タ
カ
」
》

く
る
。
（
ス
ズ
メ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
ホ
オ
《

ん
な
中
に
、
頭
を
ジ
ロ
に
似
た
烏
）
と
同
じ
変
化
で
、
羽
、

義
篭

孑逮‘篭,_

JIJ■
鯉
口
■
可

式
』

了
Ⅱ
声
画
工

Ｆ
Ｅ
■

幸

乎

腔

茜
司
１
Ｊ

面
例
西

正
一■四胆MN~■四M両阜凹司聖～ 鍔

…～
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左
ヱ
門
女
房
罷
越
始
経
を
申
候
」
、
「
道
さ
れ
た
願
成
寺
が
、
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
高
戸
岩
下
あ
た
り

す
。

高
校
生
の
非
行
化
を
防
ご
う
目
的
選
成
…
鱗
事
業
と
」
て
“

①
生
徒
指
導
の
理
論
と
技
術
の
研
修

②
生
徒
の
行
動
、
環
境
な
ど
の
各
椛
の

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
徒
指
導
委
員
連
絡
協
で
決
議
調
査
研
究

③
社
会
環
境
の
浄
化

さ
る
、
九
月
二
十
六
日
県
立
高
萩
高
連
絡
協
議
会
の
設
置
が
決
議
さ
れ
、
高
④
交
通
安
全
、
お
よ
び
事
故
防
止
の
推

校
で
、
高
萩
市
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
徒
萩
高
校
を
事
務
局
と
し
て
、
昨
年
十
二
進

指
導
委
員
連
絡
協
議
会
（
会
長
佐
川
安
月
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
⑤
生
徒
の
非
行
防
止
、
お
よ
び
善
行
生

応
）
の
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
で
、
今
年
の
二
月
七
日
に
結
成
さ
れ
た
徒
の
表
彰

こ
の
協
議
会
は
、
市
内
の
高
校
生
か
も
の
で
す
。
⑥
各
関
係
機
関
、
団
体
と
の
連
絡
協
調

在
籍
す
る
各
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
徒
指
結
成
の
目
的
は
、
現
在
青
少
年
の
非
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

導
委
員
で
組
織
さ
れ
、
会
員
は
、
百
四
行
が
、
低
年
齢
化
、
広
域
化
、
暴
力
化
、
と
く
に
、
市
の
関
係
機
関
や
市
内
中

十
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
化
し
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
近
隣
地
域
な
ど
横
の
連

こ
の
協
議
会
の
結
成
は
、
昨
年
県
高
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
会
貝
相
互
の
連
絡
体
制
を
と
り
な
が
ら
、
今
年
度
は
、

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
委
員
会
総
会
で
、
市
町
絡
を
は
か
り
、
高
校
生
の
健
全
な
育
成
市
内
数
個
所
で
、
冬
季
休
暇
中
に
校
外

村
別
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
徒
指
導
委
員
を
は
か
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
補
導
を
重
点
目
標
と
し
て
、
事
業
を
進

一

三

一

三

三

三

三

一

一

三

三

三

一

二

一

三

三

三

三

三

一

一

一

三

一

一

三

一

三

一

一

三

三

一

三

三

三

一

三

一

三

一

三

一

三

三

一

三

一

一

一

一

三

三

三

三

三

一

一

二

三

三

一

三

三

一

二

三

一

一

一

三

三

一

二

一

三

三

一

一

一

三

三

一

三

一

一

二

一

一

一

三

一

一

二

三

一

一

三

三

三

一

三

三

一

三

三

一

史
頓
。
綿
購
賦
際
鮭
鮮
蓬
諏
雛
蝿
編

、

去

り

み
、
く
過
』
に
申
候
」
の
で
あ
ろ
う
か
。
川

一
躍
僻
》
「
始
め
て
経
を
申
し
候
き
」
と
か
「
始

１
１
穴
、
》
時
認
Ⅲ

３

め
て
経
を
申
し
候
」
と
あ
る
の
は
、
こ

、

の
と
き
始
め
て
妙
法
寺
の
檀
徒
に
な
り
、

令嘩
産
卜
㈹
赤
経
を
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
そ

れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
永
禄
三
年
十
月
の

「
妙
法
寺
過
去
帳
」
永
禄
三
年
二
死
亡
者
に
始
め
て
妙
法
寺
の
檀
徒
に
な

五
六
○
）
の
記
事
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
る
者
が
集
中
す
る
の
か
。

み
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
者
の
住
所
が
「
は

「
妙
信
霊
十
・
七
は
ま
上
代
ま
」
、
「
高
士
（
戸
）
岩
下
」
、
「
足

石
見
守
内
始
経
を
申
候
き
」
、
「
妙
照
洗
」
、
「
あ
わ
ふ
の
（
粟
野
）
」
と
い

霊
十
・
八
高
士
岩
下
う
ば
始
経
う
よ
う
に
海
沿
い
の
村
に
多
い
の
も
注

を
申
候
間
」
、
「
法
船
十
・
四
二
目
さ
れ
る
。

郎
兵
衛
高
土
始
経
を
申
候
間
」
、

当
時
、
赤
浜
村
に
は
妙
法
寺
の
ほ
か

「
妙
仙
霊
十
・
廿
九
足
洗
弥
平
に
、
同
じ
く
日
弁
聖
人
に
よ
っ
て
開
山

）

…
…

し
た
。

私
た
ち
が
、
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お

ど
し
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、

「
検
察
官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
」
…
…
そ
う
い
う
方
の
た
め
に

検
察
審
査
会
は
、
民
間
か
ら
選
ば
れ
た

②
二
輪
車
の
運
転
免
許
証
の
取
得
を
認

め
る
場
合
は
、
原
動
機
付
自
転
車
で

別
Ｃ
Ｃ
以
下
の
み
と
す
る
。

③
す
で
に
自
動
二
輪
の
免
許
証
を
取
得

し
て
い
る
生
徒
に
は
、
学
校
や
家
庭

で
保
管
す
る
。

お
子
さ
ん
の
要
求
の
ま
ま
に
オ
ー
ト

バ
イ
を
買
い
与
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

高
校
生
の
オ
ー
ト
バ
イ
事
故
防
止
対

策
推
進
会
議
で
、
高
校
生
徒
の
自
動
二

輪
車
の
運
転
免
許
証
の
取
得
を
規
制
し

て
い
ま
す
。

規
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
自
動
二
輪
車
の
運
転
免
許
証
の
取
得

は
禁
止
す
る
。

）

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

高
校
生
は

卵
恥
以
下
の
バ
イ
ク

検
察
審
査
員
に

緑
川
さ
ん
選
ば
れ
る

こ
の
ほ
ど
、
当

熱
市
か
ら
緑
川
武
志

》
さ
ん
が
検
察
審
査

》
委
員
に
選
ば
れ
ま

善
意
あ
り
が
と
う

○
夫
婦
で
ワ
イ
ン
会

身
障
者
の
た
め
に

一
六
、
○
○
○
円

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団

社
会
福
祉
の
た
め
に九

、
八
七
六
円

十
一
人
の
代
表
者
（
こ
の
方
が
た
を
検

察
審
査
員
と
い
い
ま
す
）
が
会
議
を
開

き
、
事
件
の
記
録
を
調
べ
、
必
要
に
応
じ

て
証
人
を
尋
問
し
、
ま
た
は
実
地
見
分
を

し
て
検
察
官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
な
か

っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
と
い
い
ま
す
）

の
よ
し
あ
し
を
慎
重
に
審
査
し
ま
す
。

緑
川
さ
ん
は
、
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
、
公
職
選
挙
人
名
簿
か
ら
、

「
く
じ
」
で
選
ん
だ
候
補
者
の
中
か
ら

さ
ら
に
「
く
じ
」
に
よ
っ
て
検
察
審
査

員
に
選
ば
れ
た
方
で
す
。

任
期
は
、
六
か
月
で
、
こ
の
間
、
検

察
審
査
員
と
し
て
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ

た
人
や
犯
人
を
告
訴
・
告
発
し
た
人
か

ら
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服
と

し
て
、
検
察
審
査
会
に
申
立
て
が
あ
っ

た
と
き
に
審
査
に
あ
た
り
ま
す
。

な
お
、
こ
う
し
た
不
起
訴
処
分
に
不

満
の
方
は
、
相
談
や
申
立
て
の
費
用
は

無
料
で
す
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
遠
盧
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い
・

連
絡
先
は
、
水
戸
市
大
町
一
の
一
の

三
八
水
戸
地
方
裁
判
所
構
内
、
水
戸
検

察
審
査
会
（
電
話
水
戸
（
二
四
）
○
○

一
二
で
す
。

＆

泡
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来
年
、
１
月
賜
日
の
午
前
皿
時
か
ら

市
文
化
会
館
で
「
第
肥
回
成
人
式
」
を

行
い
ま
す
。

今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
簡
素

化
連
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け
さ
け

て
「
平
素
の
服
装
」
で
の
成
人
式
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
成
人
さ

れ
る
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。成

人
式
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
昭
和
調

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
師
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

成
人
さ
れ
る
方
に
は
、
Ⅲ
接
は
が
き

一．挙舩拳．

壁群

一
成
入
式
は
平
素
の
服
装
で
一…劉鰯も

蝿

で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か

高
萩
市
出
身
者
で
、
帰
省
し
て
い
る
方

ま
た
は
、
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成
人
該

当
者
に
も
出
啼
さ
れ
る
よ
う
お
さ
そ
い

願
い
ま
す
。

昭
和
師
年
の
斬
年
名
刺
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
き
師
年
１
月
４
日
午
前
Ⅱ
時

○
と
こ
ろ
巾
巾
央
公
民
館

○
会
背
一
○
○
○
円
（
当
Ｈ
支
払
）

○
申
し
込
み
先
市
役
所
市
長
公
室

申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業

を
は
か
き
に
書
い
て
皿
川
巧
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

一

三

三
一
一
一
三

三
一
一
三

一

用
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年'|昔しむ

12月|こ入ると霜も下り、初氷も張るようになる。
蚕，

／
北から木枯し 番が吹き出すと、木々は．すっかり葉

一

を落し、裸の姿になる。日はいよいよ短かし、 ’|荒し

いうちに今年も言れてゆくに，

絵と女伊藤龍馬
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名
刺
交
換
会

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
半
業
師
を

対
象
に
、
哩
月
別
日
現
在
で
、
工
業
統

計
調
査
か
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
統
計
洲
企
の
結
果
は
、
例
え
ば

都
市
開
発
や
下
水
道
整
備
計
山
の
立
案

に
利
用
き
れ
た
り
、
み
な
さ
ん
が
各
種

製
品
の
生
産
、
販
売
計
画
を
た
て
る
場

合
の
参
考
に
な
る
な
ど
、
生
補
と
深
い

関
係
か
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
工
業
実
態
基
本
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
中
小

毎
年
、
皿
月
１
日
か
ら
１
ヶ
川
間
、

公
給
領
収
証
完
全
交
付
受
収
強
訓
連
動

の
期
間
と
定
め
て
い
ま
‐
す
。

料
理
府
、
、
ハ
ー
、
キ
ャ
ゞ
ハ
レ
ー
、
旅

館
、
飲
食
府
な
ど
を
利
川
し
た
と
き
は
、

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
す
と
、

一
公
給
領
収
証
を

一
雲
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

お蕊じ蕊ら簿せ 工
業
↓
エ
ネ
ル
ギ
ー

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

I
12月の納税

資産税

計、税

と年金（

｜狼 12

｜固 ﾉ上

市

氏

期

都
国

く
‐
－
１
、

” ■■■

企
業
の
経
営
の
安
定
を
図
り
、
国
の
経

済
を
健
全
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
と
も
必
要
な
も
の
で
す
。

昭
和
弱
年
か
ら
始
ま
っ
た
エ
ネ
ル
キ

ー
消
費
構
造
統
計
調
商
が
今
年
も
皿
月

鉦
日
現
在
で
行
わ
れ
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
に
対
す
る
総
合

的
な
政
飛
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
謝
の
実
態
と
動
向
を

的
確
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
こ
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
医療

す
。

洲
盗
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
毒日

年
末
年
始
に
か
け
て
調
盗
員
が
お
伺
い
日の

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
・

月

＃
＃
＃
…
§
…
…
§
；
；
＃
；
…
…
…
，
１

１
１

料
金
の
明
細
や
税
金
な
ど
の
内
容
が
は

っ
き
り
し
、
会
計
が
明
朗
に
な
り
ま
す
。

覚
せ
い
剤
は
、
人
の
体
や
心
を
む
し

ば
む
ば
か
り
で
な
く
、
非
行
や
犯
罪
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
覚
せ
い
剤
に
つ
い

て
ど
ん
な
相
談
で
も
結
構
で
す
。
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

～人口と世帯～
一YT 『I

UI｣ノj北

人口 32 ．804 （＋11）

男 16 ，093 （＋5）

女 16 ! 711 (+6)

世帯 9 ，617 （＋9）

（56年11月1日現在）
…鏥鐸硯準蝿…v帆岬墹…粥照毒鍛鍔男鋤那卿朏l岬

覚
せ
い
剤
二
○
番

が
開
設
さ
れ
ま
し
た

（
；
）

岨
月
明
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
市
役

所
は
年
末
年
姑
の
休
み
に
入
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
期
間
、
午
前
８
時
訓

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
死
亡
届
に
限
り

受
け
付
け
ま
す
。

○
し
服
と
ゴ
ミ
の
収
集
は

皿
月
訓
日
で
終
了
。
１
月
４
日
か
ら

始
め
ま
す
。

※
し
尿
の
汲
み
取
り
は
、
年
末
に
な
り

ま
す
と
批
糀
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
に
業
者
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

蚤
呈
い
。

○
電
話
０
２
９
２

２
１
７
９
７
９

（
茨
城
県
警
察
水
‐
部
防
犯
部
保
安
課
）

鯉
時
間
体
制
で
和
談
を
受
け
ま
す
。

年
末
年
始
の

市
役
所
の
業
務

院

院院

春 日 町医
一
医
医
医
医

０
７

０
９

１
６

３
２

１
１

３
２

ｉ
ｉ ７

滝 川

白 韮

十 王

Ｔ土
ｊ

丁１白

3 日

東本川

１
６
２
８
７

９

鑓６

１

１

３

６
粥
２
５
３
１

２
肥
３
３
２
２

１

１
ｊ
ｊ

２
１
個
個
⑫
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(029332)
3266

l OB

院 '一王町友音' （

院東本町

院安良川

院大和町

し, ‐
〃じ

花 医17日

宍 戸 疾

内 |}l 病

24日

31H

時間は、いずれも午前9時から午後4時まで

⑫


